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年土盛言　葉に歩む　　　　目主題∵気ナ、、t

日日棲二・讃連歌に親しむ。
・や．七∵ゾとし七生光りFh中馬固気のやかで停古着で佗頼．関俸主

管を畢、、ヤ轡しき伝ん占うヱする。
‘亀吉考ウイ軸で時享もこしそしてあそ・rヾe

入国して1ケ邑4ヾ絶ちきし玉。ならし促音‡むbソ封筒をLtIi専心るL

r毎かや、、PLの昇を声をぐです、、て、、七本‡せんフロアー。盈重自‡少しか7

台みてさて登園続きむしくそ注・、て、して舌イ新局に軋こき両と鬼ち7至

急I溝助りぴんあそ廿絡められるJうーこせッd′，ず7笠鞄をむせてく串

すう－こなりきし主eむへヤーこもや⊥て圭も桂子で自航・ラ部屋の中一こ

もる即ちやなで・色事十号のに喫o非持ちゼして、、る専らぐを1三七〇

そ両手書や青函こ短、77鑓＝こ．喜好卸くfdジました。

こふいら鞄暗。も，こし王引き薫、せる〔rうに坪上も；りtiか思う

手でもたちか聾しめをようや洩らを古布，1，、き七、、1や車。
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